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ここですべての変数は熱伝導状態からのずれを示し,Pr,RはそれぞれPrandtl数,
Rayleigh数 (無次元化 した温度差 )を示す｡またrandom forceSおよび qは平均値が0
でwhiteかつGaussianと仮定する｡
今 u≡ (V,T,P)Tを2つの部分に分ける.すなわち zL-言+u′,言 はマクロな運
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今R之R c(臨界Rayleigh数 )で, ,ol状態のみを考えると言は次のようになる.3)
言-ギW(T)e叫 lLJfcos花Lr3,O,sin;TX3,6 sin 打X3,-3打cos花X3〕T+ C･C･(x)
1
7r
ここで 7- 境 -1)2,kc-万 ,T-72tで炉(T)は rolの amplitudeである｡
W(T)に対する方程式は reductivepe,tubationにより容易に導くことが出来る.4)
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東大 ･理 有 光 敏 彦
鈴 木 増 雄
前回の ｢非線型.･･｣の研究会1)で,レーザ一系2)-のスケ一一リング理論3)の応用を話
したが,今回は,さらに ArecchiとDegiogioの実験結果4)との比較も含めて,まとめと
いう形で報告する｡また,実験結果との比較を通して,スケーリング理論の有効性を,
物理系で,はじめて証明したという意味で,今後のスケ∵リング理論の発展の上にも,
大きな足跡となると思われるので,今回,まとめて報告することにしたのである｡
ポンピングをしないレーザー系では,熱的なゆらぎによる光子が存在する｡臨界ポン
ピング強度より十分弱いポンピングでは,その数は,ゼロと考えてよい0時刻 t-0で,
急に,臨界ポンピング強度より十分強いポンピングをレーザー系に加えた場合に,定常
発振状態に系がおちつくまでの,過渡的な時間発展を議論するo半古典的レーザーモデ
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